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◎性能ＵＰ、デザイン変更、コストアップ等で商品および価格は予告無く変更されます。あらかじめご了承下さい。
◎クレームについては、商品の材料および加工に欠陥があると認められた商品に対しては、商品お買い上げ後１ヶ月以内を限度として、修理又は、
　交換させて頂きます。但し、修理又は、交換等にかかる一切の費用は対象となりません。正しい取り付け、使用方法など守られていない場合は、　
　この限りではありません。
◎この取扱説明書は、本商品を破棄されるまで保管下さいます様お願い致します。

下記内容を無視した取り扱いをすると人が死亡したり、重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。　警告
・エンジンを始動させるときは、必ず換気の良い場所で行って下さい。密閉した様な場所では、エンジンを始動させないで下さい。
　（一酸化炭素中毒になる恐れがあります。）
・走行中、異常が発生した場合は、直ちに車両を安全な場所に停止させ、走行を中止して下さい。
　（事故につながる恐れがあります。）

・作業を行う際は、水平な場所で車両を確実に安定させ、安全に作業を行って下さい。
　（作業中に車両が倒れてケガをする恐れがあります。）
・点検、整備は、取扱説明書又は、サービスマニュアル等の点検方法、要領を守り、正しく行って下さい。
　（不適当な点検整備は、事故につながる恐れがあります。）
・点検、整備等を行った際、損傷部品が見つかれば、その部品を再使用する事は避け損傷部品の交換を行って下さい。
　（そのまま使用すると事故につながる恐れがあります。）

カムシャフトキット 取扱説明書
（ボアアップ専用）

◎取扱説明書に書かれている指示を無視した使用により事故や損害が発生した場合、当社は賠償の責を一切負いかねます。
◎この製品を取り付け使用し、当社製品以外の部品に不具合が発生しても当社製品以外の部品の保証は、どの様な事柄でも一切負いかねます。
◎商品を加工等された場合は、保証の対象にはなりません。
◎他社製品との組み合わせのお問い合わせはご遠慮下さい。
◎この製品は、当社製ボアアップピストンキット（０１－０２－０９１１／０１－０２－０９１２／０１－０２－０９２）取付け車両専用となってお
　ります。
◎この製品は、上記適応車種、フレーム番号の車両専用品です。他の車両には取り付け出来ませんのでご注意下さい。
◎この製品の取り付けには、エンジン脱着等の作業が必要になります。上記適応車種にあったホンダ純正サービスマニュアルを参照し、確実に作業を

　行って下さい。
◎取り付けの際には、取付け要領に従って十分注意して作業を行って下さい。尚、この取扱説明書やホンダ純正サービスマニュアルは基本的な技能や
　知識を持った方を対象としております。取り付け等の経験の無い方、工具等の準備が不十分な方は、技術的信用のある専門店へご依頼されることを
　お勧め致します。
◎ボルト、ナット、ノックピン、パッキン等の一部は再使用しますが、摩耗、損傷、劣化が激しいものは再使用せず、必ず新品のものをご使用下さい。
◎燃料は必ず無鉛ハイオクタン価ガソリンをご使用下さい。

・このたびは、TAKEGAWA 商品をお買い上げ戴きましてありがとうございます。使用の際には下記事項を遵守頂きますようお願いいたします。
・取り付け前には、必ずキット内容をお確かめ下さい。万一お気付きの点がございましたら、お買い上げ頂いた販売店にご相談下さい。

☆ご使用前に必ずお読み下さい☆

　注意 下記内容を無視した取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容および物的損害が想定される内容を示しています。

・一般公道では、法定速度を守り遵法運転を心掛けて下さい。
　（法定速度を越える速度で走行した場合、運転者は道路交通法、速度超過違反で罰せられます。）
・作業を行う際は、必ず冷間時（エンジンおよびマフラーが冷えている時）に行って下さい。（火傷の原因となります。）
・作業を行う際は、その作業に適した工具を用意して行って下さい。 （部品の破損、ケガの原因となります。）　
・規定トルクは、必ずトルクレンチを使用し、確実に作業を行って下さい。（ボルトおよびナットの破損、脱落の原因となります。）
・製品およびフレームには、エッジや突起がある場合があります。作業時は、手を保護して作業を行って下さい。（ケガの原因となります。）

・走行前は、必ず各部を点検し、ネジ部等の緩みが無いかを確認し緩みが有れば規定トルクで確実に増し締めを行って下さい。
　（部品の脱落の原因となります。）
・ガスケット、パッキン類は、必ず新品部品を使用して下さい。また、再使用する部品については、よく点検し摩耗や損傷がある場合は、必ず
　新品部品と交換して下さい。

適合車種
ＳＬ２３０  　　
ＦＴＲ　　　　　
ＸＬＲ１２５Ｒ
ＣＲＦ１５０Ｆ（’０５モデルまで）

フレーム番号
：ＭＤ３３－１０００００１～
：ＭＣ３４－１０００００１～
：ＪＤ１６－１０００００１～

商品番号　０１－０８－０３８１



CO
PY

-2- May/13/’03

１．カムシャフト交換作業を行うにはエンジン
　　を車体から取り外さなければなりません。
　　エンジン脱着作業を行う際はメンテナンス

　　スタンド等で車体を確実に安定させて下さ
　　い。
　※作業は必ず冷間時（エンジンおよびマフ　
　　ラーが冷えている時）に行って下さい。

２．エンジンの取り外し
ａ．サービスマニュアルを参考にして以下の部

　　品、配線を取り外して下さい。

ｂ．エンジン下部にジャッキ等の適当な台を置
　　き、エンジンを支えます。シリンダーヘッ
　　ドハンガー、フロントエンジンハンガープ
　　レート、リアエンジンマウントのボルト／
　　ナットを取り外し、エンジンを車体から取

　　り外します。
　※フレーム等に傷をつけないように注意して
　　下さい。

３．ノーマルカムシャフトの取り外し

・シート
・サイドカバー
・フューエルタンク
・バッテリーマイナス端子
・ドライブスプロケット
・チェンジペダルもしくはチェンジペダルリ
　ンク
・エアーサクションパイプ（装備車のみ）

・キャブレター
・スパークプラグキャップ
・スキッドプレート（ＳＬ２３０の場合）
・エキゾーストパイプ／マフラー
・ＡＣジェネレーター３Ｐカプラー
・パルスジェネレーター／ニュートラルス
　イッチ３Ｐカプラー
・クラッチケーブル

・クランクケースブリーザーチューブ
・スタータモータケーブル
・スタータモータアースケーブル
・スタータモータ

ｄ．フライホイールを固定し、カムスプロケッ
　　トボルト２本をゆるめておきます。

ｃ．クランクシャフトを反時計方向に回し、フ
　　ライホイールの“Ｔ”マークをクランクケー
　　スカバーの合わせマークに合わせて、圧縮
　　上死点であることを確認します。（ロッカー
　　アームを手で動かし、ガタのある状態）

ｂ．カムスプロケットカバーのボルト２本を外し、

　　カムスプロケットカバーとガスケットを取り
　　外します。

ａ．タぺットホールキャップ２個、クランクシャ
　　フトホールキャップ、タイミングホール　　

　　キャップを取り外します。

　　ガスケットがきれいに剥れず残った場合は、　
　　スクレーパー等で取り除いて下さい。

①

②

～商　品　内　容～

～取　り　付　け　要　領～

番号 部　　品　　名 数量
１ カムシャフトＣＯＭＰ．              １
２ カムスプロケットカバーガスケット １
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ｈ．ゆるめておいたカムスプロケットボルト２

　　本を取り外します。カムスプロケットを付
　　属のカムシャフトに取り付けてカムスプロ
　　ケットボルト２本を仮止めします。

ｇ．カムスプロケットからカムチェーンを外し

　　て、取り外します。
　※カムチェーンをクランクケース内に落とさ
　　ないように注意して下さい。カムチェーン
　　は針金等で吊っておいて下さい。

ｆ．シリンダーヘッドカバーのボルトとナット
　　を対角に２～３回に分けてゆるめて取り外
　　し、シーリングワッシャとシリンダーヘッ

　　ドカバーを取り外します。

ｅ．カムチェーンテンショナーのシーリングス
　　クリューを外し、ストッパーを時計方向に
　　回して、テンショナーロッド部をロックし
　　ます。

４．カムシャフトの取り付け

ａ．フライホイールの“Ｔ”マークがクランクケー
　　スカバーの合わせマークに合っているか確認
　　します。

ｂ．ベアリングにきれいなエンジンオイルを塗布
　　し、カムスプロケットの刻印線がシリンダー
　　ヘッドカバー合わせ面と平行かつカム山が燃
　　焼室側になるように取り付けて下さい。

ｃ．クランクシャフトのタイミングスプロケット
　　にカムチェーンがはまっていることを確認し、
　　カムスプロケットにカムチェーンを取り付け
　　ます。

ｄ．カムのオイル溜りにきれいなエンジンオイ
　　ルをいっぱいまで入れます。

ｅ．シリンダーヘッドにオイルホールプラグ、ノ
　　ックピン２個が付いているか確認して下さ

　　い。
　　シリンダーヘッド合わせ面に液体パッキン
　　を薄く塗布し、シリンダーヘッドに取り付
　　けます。

ｆ．シーリングワッシャ４個を取り付けます。　
　　シリンダーヘッドカバーナット４個のねじ
　　部と座面にエンジンオイルを塗布し、仮止

　　めします。シリンダーヘッドカバーボルト
　　４本を仮止めします。

オイル
ホールプラグ

ノックピン

カム山が下を向くように

ネジ部と座面にオイルを塗布
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ｃ．付属のガスケットをカムスプロケットカ　
　　バーに取り付け、シリンダーヘッドに取り

　　付けます。
　　２本のボルトを取り付け、締め付けます。
　　規定トルク：１０Ｎ・m（１．０㎏ｆ・m）

ｈ．カムチェーンテンショナのストッパーを反

　　時計方向に回し、ロックを解除します。

ｉ．クランクシャフトを反時計方向に２回転まわ
　　して再度フライホイールの“Ｔ”マークをＬ．

　　クランクケースの合わせマークに合せたとき
　　にカムスプロケットの刻印線がシリンダー　
　　ヘッド上面と平行であることを確認して下さ
　　い。

ｇ．フライホイールを固定し、仮止めしていた
　　カムスプロケットボルト２本を締め付けま

　　す。
　　規定トルク：１２Ｎ・m（１．２㎏ｆ・m）

先にシリンダーヘッドカバーナットを、後にシリ
ンダーヘッドカバーボルトを締め付けます。共に
対角に２～３回に分けて締め付けて下さい。
規定トルク：シリンダーヘッドカバーナット
　　　　　　　　：２７Ｎ・m（２．８㎏ｆ・m）
            シリンダーヘッドカバーボルト
　　　　　　 　 ：１２Ｎ・m（１．２㎏ｆ・m）

５．バルブクリアランス

ａ．圧縮上死点であることを確認して下さい。ア
　　ジャストスクリューとバルブステムの間に　

　　シックネスゲージを差し込み、バルブクリア
　　ランスを測定します。
　　バルブクリアランス
　　　　　　　　：ＩＮ、ＥＸ共に０．１０ｍｍ

ｂ．タぺットホールキャップ２個、クランクシャ
　　フトホールキャップ、タイミングホール　
　　キャップ、カムチェーンテンショナのシー
　　リングスクリューを取り付け、締め付けま

　　す。
　　規定トルク
　　　　　タぺットホールキャップ
                ：１５Ｎ・m（１．５㎏ｆ・m）
　　　　　クランクシャフトホールキャップ
                ：  ８Ｎ・m（０．８㎏ｆ・m）
　　　　　タイミングホールキャップ
                ：１０Ｎ・m（１．０㎏ｆ・m）
　　　　　シーリングスクリュー

                ：  ４Ｎ・m（０．４㎏ｆ・m）

クリアランスの調整が必要な場合は、ナットをゆる
めアジャストスクリューを締め込んでいきます。
アジャストスクリューを固定し、ナットを締め付け
ます。

規定トルク：１４Ｎ・m（１．４㎏ｆ・m）
締め付け後、クランクシャフトを反時計方向に２回
転まわして、ふたたび圧縮上死点にし、バルブクリ
アランスが合っているか測定します。変化している
場合は再度調整します。この作業を合うまで繰り返
して下さい。
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ｃ．ドライブチェーンに適度なたるみを持たせ
　　たまま、仮り止めしたエンジンマウントボ
　　ルト／ナットを下記の順に締め付けます。
　　規定トルク：
　　リアアッパーエンジンマウントボルト／ナット

　　　　　　　　　　：４９Ｎ・m（５．０㎏ｆ・m）
　　リアロアエンジンマウントボルト／ナット
　　　　　　　　　　：４９Ｎ・m（５．０㎏ｆ・m）
　　フロントエンジンハンガープレートボルト
　　　　　　　　　　　　　　　　　／ナット
　　　　　　　　　　：３４Ｎ・m（３．５㎏ｆ・m）
　　シリンダーヘッドハンガーボルト／ナット
　　　　　　　　　　：３４Ｎ・m（３．５㎏ｆ・m）

ｄ．ドライブスプロケットのフィキシングプ　
　　レートを取り付け、２本のボルトを締め付
　　けます。
　　規定トルク：１２Ｎ・m（１．２㎏ｆ・m）

ｅ．サービスマニュアルを参考にして以下の部
　　品、配線を取り付けて下さい。

７．エンジン始動

ａ．各部を点検し、ネジやナット等の緩みが無い
　　かを確認します。

ｂ．エンジンオイルが規定量入っているか確認し
　　て下さい。

ｃ．風通しが良く、安全な場所で十分注意してエ
　　ンジンを始動して下さい。エンジン内部にエ
　　ンジンオイルがいきわたるまで約５分間、ア
　　イドリングでおいておきます。

ｄ．エンジンからの異音や、ガスケットからのオ
　　イルもれ、ネジやナット等の緩みが無いか点

　　検して下さい。

〒584-0069
　大阪府富田林市錦織東３丁目５番１６号
TEL ０７２１－２５－１３５７
FAX ０７２１－２４－５０５９
URL　http://www.takegawa.co.jp

６．エンジンの取り付け

ａ．フレーム等に傷をつけないように注意して
　　エンジンをフレーム内にセットします。リ

　　アエンジンマウント、フロントエンジンハ
　　ンガープレート、シリンダーヘッドハン　
　　ガーのボルト／ナットを仮止めします。

ｂ．ドライブチェーンを取り付けたドライブス
　　プロケットを、カウンターシャフトに差し
　　込みます。差し込みにくい場合はエンジン
　　を軽く揺すりながら差し込んで下さい。

・スタータモータ

・スタータモータアースケーブル
・スタータモータケーブル
・クランクケースブリーザーチューブ
・クラッチケーブル
・パルスジェネレーター／ニュートラルス
　イッチ３Ｐカプラー
・ＡＣジェネレーター３Ｐカプラー
・エキゾーストパイプ／マフラー

・スキッドプレート（ＳＬ２３０の場合）
・スパークプラグキャップ
・キャブレター
・エアーサクションパイプ（装備車のみ）
・チェンジペダルもしくはチェンジペダル
　リンク
・ドライブスプロケット
・バッテリーマイナス端子

・フューエルタンク
・サイドカバー
・シート


